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(3)避粒成分
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(4)その他の徽量成分
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温泉の成分並びに禁忌症、入浴上の注意及び適応症
成

之入浴の方法およぴ注窒

n)温泉症斐を始める場合1ネ、最初の霞日の入浴回数を1日当たり1回翌度とすること。モの後ほ1日当たり2回ないし3

回までと,ること.

住)温泉塞聾のための必要期闘は、おお力わ2ないし3週聞を適当とすること.

(3)温泉疫養距始後おお力ね3RないL1週闘前後に湯あたり【湯さわりX1ネ浴場反痔)が現れることがある。「逃主た

り」の閲轤、入浴旬数を減じXは入浴を中止し、湯あたり症状の回復を待つこと。

(4)以上のほか、入浴には*の諾点に0いて注意すること.

丁.入浴時間は、入浴温度により具なるが、利め1*3分ないい0分間程度とし、慣れるにしたがって延長Lてもよい.

イ.入浴中1含、逼動浴の矯合仕別として一般には安静を守る.

ウ.入浴後は、身体に付着した温泉の成分を水で洗い識さない(湯ただれを起こしゃすい人は逆に浴捷真水で身体を

洗うか、温泉成分を拭き取るのがよい).

エ.入浴後1含、湯冷めに住意して一定時閉の安静を守る。

今.*の疾卑につぃては、原則として高温浴(42t以上)を恭忌する。

(丁)高崖の断朕硬化症

(イ)高血圧症

(ウ)心臓窮

カ,熱い温泉に急に入ると、め享い等を起こ,こ巴があるので十分注童を,る。

キ.食事の頁前、直後の入浴は遍けることが望ましい.

ケ.飲語しての入浴は特に註煮,る.

分

1 禁忌症

ω^的禁忌症

急性携患(特に熱のある場合)、活動性の結核、悪性腿癌.董い心鳳病、呼吸不金.腎不金、出血性疾患、高度の

貧血,その他一般に揃勢進行中の症患、妊媛小(特に初期と末期)。

(2)泉質による禁忌症

皮膚、粘辰の過敏な人特に光線過赦症の人

禁忌症、入浴上の注意及び適応症

岩 県手

3 応症

a)一般適応症

神錘痛、筋肉癖、閲節痛、五十肩、運動麻抑、関節のこわばη、うちみ、くじき、慢性消化嬰病、痔疾、冷え牲、

病後回複期、疲労回復、健康増進

②寮質による適応症

窮、慢性婦人病、良りきず、糖尿病

4 忌症、適応症決定葬月日平成伯年10月訟日
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